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7． 水源地域動態 

7.1  評価の進め方 

7.1.1  評価方針 

水源地域動態の評価は大きく 2 つの流れにより評価を行う。1 つは、地域との関わりとい

う点で、ダム建設から管理以降、現在までのダム事業を整理するとともに、地域情勢の変遷

を整理し、地域においてダムがどのような役割を果たしてきたか、今後の位置づけはどのよ

うに考えていくべきかなどの評価を行う。 

もう 1 つの流れとして、ダム周辺整備事業とダム及びダム周辺の利用状況から評価を行う

ものである。ダム周辺に整備された施設などが十分に利用されているものとなっているか、

又は逆に利用状況から見た施設は十分なものとなっているかなどの評価を行う。 

最後にこれらをまとめ、ダム及びダム周辺の社会的な評価の総括を行い、課題等について

検討する。 

 

7.1.2  評価手順 

水評価方針のとおり大きく 2つの流れにより評価を行いとりまとめることにする。 

評価作業の手順は、図 7.1-1に示すとおりである。 

 

 
図 7.1-1 水源地域動態の評価の手順 
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（1） 水源地域の概況整理 

水源地域の地勢や人口等の概要、交通条件や観光施設等のダムの立地特性等の視点から

水源地域の概況を把握する。 

 

（2） ダム事業と地域社会の変遷 

周辺地域の社会情勢、地域の交流活動・イベント等についてダム事業の経緯とともに変

遷を年表形式で整理し、ダム事業と地域社会の係わりを把握する。周辺地域の社会情勢、

地域の交流活動・イベント等は、ダムの影響とまでは言えないまでも関連がありそうな事

項を抽出する。これらのまとめにより、ダムを含めた水源地域としての地域特性を把握す

る。 

 

（3） ダムと地域の関わり 

ダムと地域との関わりとして、ダム事業と地域社会の変遷をもとに、「地域に開かれたダ

ム」や「水源地域ビジョン」等も参考にしながら、地域におけるダムの位置づけについて考

察を行う。 

さらにダム管理者と地域の関わりとして、至近 5ヶ年（令和 2年～令和 6年）程度のダム

管理者と地域の交流事項等について整理し、ダム管理者の活動等について評価する。 

 

（4） ダム周辺の状況 

ダムの周辺環境整備計画を整理するとともに、現況の整備状況について整理を行い、加

えて、「地域に開かれたダム」や「水源地域ビジョン」により新たに整備された施設等につ

いても整理する。 

なお、原則は「水源地域対策特別措置法」で整備した施設等は評価対象としないが、ダム

事業と一体となって整備した施設等は含めることとする。 

また、施設入り込み数、イベント開催状況等から周辺の利用状況を整理し、利用に関す

る評価を行う。 

 

（5） 河川水辺の国勢調査(ダム湖利用実態調査)結果 

河川水辺の国勢調査(ダム湖利用実態調査)結果より、ダム周辺施設の年間利用者数、利

用形態等についても整理する。また、アンケート調査結果から、利用者がどのような感想

をもっているかについても整理し、利用者の視点からのダム周辺施設(環境整備)の評価を

行う。 

 

（6） その他関連事項の整理 

水源地域の社会動態に関する既往検討資料、または景観検討資料、施設の維持管理に関

する検討資料等、関連する資料があれば整理する。 

 

（7） まとめ 

以上より、地域とダムの関わり、ダムの利用状況に関する評価結果をまとめ、ダムの特

徴、課題等について整理する。また、負の評価結果となった事項があれば、これらについ

て要因を整理し、極力改善策等の提案についてとりまとめるものとする。 
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7.2  水源地域の概況 

7.2.1  水源地域の概要 

（1） 地域の概要 

淀川水系は、近畿地方の中央部に位置し、琵琶湖から瀬田川、宇治川となって流下し、

南から木津川、北から桂川と合流して淀川本流となって大阪平野を南西に流れ、大阪湾に

注ぐ流域面積 8,240km2の大水系である。 

宇治川の上流は瀬田川と呼ばれ、日本最大の湖である琵琶湖から流出する唯一の河川で

ある。瀬田川洗堰の直下流で、大戸川を合わせ鹿跳に至り大石川・信楽川が合流し、京都

府に入ると宇治川と呼ばれる。さらに天ケ瀬ダムから宇治市を経て山城盆地を流下し、八

幡市に至る。ここで宇治川・桂川・木津川の三川が合流して淀川となり、大阪平野を流下

して大阪湾へと注いでいる。 

天ケ瀬ダムは洪水調節、水道用水の補給、発電を目的とした多目的ダムであり、淀川の

本川である宇治川に位置している。 

天ケ瀬ダムの流域面積の全体は 4,200㎞ 2であり、その内、ダム直接流域の面積が 352㎞ 2、

琵琶湖の流域面積(瀬田川洗堰地点)が 3,848km2である（図 7.2-1参照）。 
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地域周辺の特徴的な地場産業として、宇治茶の生産があげられる。宇治茶は全国的なブ

ランドとなっており、宇治田原町には日本茶発祥の地としての伝承が残されている。 

宇治市・宇治田原町のそれぞれの茶園面積(ha)・生産量(t)の推移を表 7.2-1に示す。 

 

表 7.2-1 茶園面積・生産量 

 

出典：資料 7-2 

 

 

 

茶園面積
(ha)

生産量
(ｔ)

茶園面積
(ha)

生産量
(ｔ)

H15 78.9 63.8 232.6 318.1
H16 79.0 60.1 232.6 330.2
H17 79.0 61.5 232.9 340.4
H18 79.1 55.7 233.3 308.4
H19 79.1 61.9 234.2 261.1
H20 79.4 61.1 235.2 268.8
H21 77.6 64.3 259.4 297.6
H22 77.6 64.1 272.6 260.8
H23 77.4 65.7 272.9 272.4
H24 76.2 63.6 258.0 340.7
H25 77.3 66.5 258.0 374.4
H26 80.5 64.3 258.0 338.6
H27 80.5 64.5 258.0 347.5
H28 76.1 64.6 246.2 386.5
H29 76.1 63.4 246.5 341.9
H30 76.0 64.4 246.5 352.3
R1 75.7 52.7 246.7 347.1
R2 75.5 47.7 247.2 248.2
R3 75.5 48.3 247.5 286.0
R4 74.7 48.8 253.2 306.9
R5 74.7 45.8 254.4 307.0

年
宇治市 宇治田原町
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（3） 天ケ瀬ダムへのアクセス 

JR 宇治駅から天ケ瀬ダムへは約 3.8km あり、車で約 15 分、徒歩で約 50 分かかる。京阪

宇治駅からは天ケ瀬ダムは約 3.3kmあり、車で約 10分、徒歩で約 40分かかる。 

堤体周辺は地形的な制約のため、現在は一般来訪者用の駐車場がなく、路線バスも廃止

されたため、徒歩以外の来訪手段がないが、かわまちづくりによって駐車場が整備される

予定である。 

 

 
図 7.2-8 天ケ瀬ダムへのアクセス 

出典：資料 7-7 
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図 7.2-9 公共交通機関の利用による最寄り駅（宇治駅）までのアクセス 

出典：資料 7-7 
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7.3  ダム事業と地域社会情勢の変遷 

 

表 7.3-1 ダム事業の経緯 

年 月 事 業 内 容 

昭和 28 年 9 月 
台風 13 号出水が淀川に未曽有の大洪水をもたらし、天ケ瀬ダム等による洪水調節を

取り入れた、淀川の治水計画改定の契機となる。 

昭和 29 年 12 月 
河川審議会において、天ケ瀬ダム等による洪水調節を根幹とする「淀川水系改修基本

計画」が決定され、ダム建設の運びとなる。 

昭和 30 年 10 月 ダムサイトの地質調査に着手。 

昭和 31 年 7 月 発電を含めた、開発計画の大綱が決定される。 

昭和 32 年 4 月 建設事業に着手。天ケ瀬ダムエ事事務所を開設。 

昭和 33 年 2 月 ダム型式をアーチ式コンクリートダムに決定。 

昭和 34 年 2 月 洪水調節と発電を目的とした「天ケ瀬ダムの建設に関する基本計画」を告示。 

昭和 35 年 10 月 ダムサイトの地質調査完了。 

昭和 36 年 1 月 ダム本体の掘削工に着手。 

昭和 37 年 3 月 ダム本体の掘削を完了し、減勢池のコンクリート打設開始。 

 6 月 
志津川発電所を廃止して天ケ瀬発電所を増量し、ダム建設に上水道を加えるための

「天ケ瀬ダムの建設に関する変更基本計画」を告示。 

 8 月 ダム本体コンクリートの打設開始。 

 10 月 定礎式（10 月 16 日）。 

昭和 39 年 3 月 堤内仮排水路を閉塞し、試験湛水を開始。 

 9 月 ダム本体コンクリートの打設完了。 

 
11 月 

天ケ瀬ダム・天ケ瀬発電所竣工式を挙行（11 月 26 日）。 

 放流警報設備運用開始。 

 12 月 宇治浄水場が一部給水開始。 

昭和 40 年 
3 月 

試験湛水を完了(常時満水位 EL78.50m 達成)。 

 天ケ瀬ダム工事事務所を廃止。 

 4 月 天ケ瀬ダム管理所を設置し管理に移行。 

 9 月 
台風 24 号が襲来し、最大流入量 1,530ｍ3/s を記録。ダム完成後最初の洪水調節を実

施。 

平成 25 年 6 月 天ケ瀬ダム再開発事業の一環として、放水路トンネル工事に着手。 

 9 月 
台風 18 号が襲来し、最大流入量 1,360m3/s を記録。ダム完成後最初の非常用洪水吐

（クレストゲート）からの放流を実施。 

令和 5 年 3 月 天ケ瀬ダム再開発事業完了 

 4 月 トンネル式放流設備運用開始 

出典：資料 7-8（一部加筆） 
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7.4  ダムと地域の関わりに関する評価 

7.4.1  地域におけるダムの位置づけに関する整理 

（1） 天ケ瀬ダムの目的 

天ケ瀬ダムは、洪水調節・水道用水・水力発電を目的とする多目的ダムである。 

 

表 7.4-1 天ケ瀬ダムの目的 

目 的 内 容 

洪水調節 天ケ瀬ダムの洪水調節計画は、計画高水量 2,080m3/s のうち 940m3/s を調節し、放流量

1,140m3/s に調節することで、下流宇治川の氾濫による被害低減を図る。さらに、下流

枚方地点のピーク時には放流量を 250m3/sに調節し、淀川本川下流域の被害低減を図る。 

②水道用水 

(京都府営水道) 

京都府営水道宇治浄水場の水源として最大 0.9m3/s（約 33万人分）を取水する。なお、

山城水道は宇治市、城陽市、八幡市、久御山町に給水している。 

③水力発電 天ケ瀬発電所は、天ケ瀬ダムから最大 186.14m3/s を取水し、最大有効落差 57.1m を利

用して最大出力 92,000kW を得る水力発電所である。 

喜撰山発電所は、天ケ瀬ダム貯水池を下部調整池とする揚水発電所であり、最大使用水

量 248m3/s、総落差 227.4m を利用して最大出力 466,000kWを発電している。 

 

（2） 天ケ瀬ダム水源地域ビジョン 

天ケ瀬ダムでは、水源地域である京都府宇治市、宇治田原町、滋賀県大津市を対象地域

として、関係行政機関、地元組織、関係団体、ダム管理者等からなる『天ケ瀬ダム水源地域

ビジョン策定検討会』により、平成 17 年 1 月に「天ケ瀬ダム水源地域ビジョン」が策定さ

れている。 

天ケ瀬ダム水源地域ビジョンでは、『永い歴史と豊かな文化が溶け込んだ水と緑の豊かな

生活環境を目指して』を基本理念として、「自然環境の保全」「地域活性化」「広域な連携

と交流」という 3つのテーマからなる行動計画が定められている。 

なお、平成 23 年度には「天ケ瀬ダム水源地域ビジョン推進連絡協議会委員会」を開催し、

取り組み内容の報告、今後の取り組みへの提案、意見交換等を行っている。 

 

 

 

 

 

テーマ１ 自然環境保全 

   「地域が有する森林や水辺などの自然環境の永続的な保全と育成」 

テーマ２ 地域活性化 

   「２市１町の歴史、文化・産業等の特性を活かした活性化」 

テーマ３ 広域な連携と交流 

   「河川を軸とした流域の相互連携・交流ネットワークの形成への配慮」 
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天ケ瀬ダムでは水源地域ビジョンの基本理念を以下のとおりとして、ダム水源地の自治

体、住民等と共同し、ダムを活かした水源地域の自立的、持続的な活性化を図っている。 

 

『永い歴史と豊かな文化が溶け込んだ 

    水と緑の生活環境を目指して』 

 

この基本理念に沿った基本的な３テーマとその取り組み内容を示す。 

 

 
○森林資源保全への取り組みの推進（水源林の保全） 

 ・国定公園、風致地区、保安林指定などの遵守 

 ・森林、緑地の保全、育林、植林の実施 

 ・田園風景の保全と形成の取り組み 

 ・森林施業の基盤整備（林道整備の推進など） 

 ・山林オーナー制度の取り組み検討 

○河川環境の保全にむけた取り組みの推進 

 ・天ケ瀬ダム再開発事業の推進 

 ・河川改修の推進と維持管理（宇治川下流部） 

 ・流入支川の河川環境の保全、創出 

 ・特定外来生物への対応、対策、啓発 

○継続的な保全活動の展開に向けた取り組みの推進 

 ・環境保全計画の策定 

 ・既往の環境保全活動の継続や、新たな自然愛護活動の実施 

 ・地元のボランティア組織及び関連施設の整備検討 

 
○地域資源の活用による観光、交流活動の活性化（共同開催のイベント） 

 ・歴史的、文化的資源を活用したソフト施策 

 ・水辺空間を活かしたイベント等の企画、検討 

○地域産業の振興と活用に向けた取り組みの展開 

 ・宇治茶の生産を活用とした活動 

 ・林業振興における間伐材の活用 

 ・柿の特産品生産を活用した活動 

○交流の場の整備、創出の検討 

 ・天ケ瀬森林公園の整備推進 

 ・既存施設の活用、拡充 

 ・生涯学習、総合学習の時間等との連携強化 

 ・グリーンツーリズム等への対応 

 ・ダム資料館、河川事業など広報スペースの整備 

 
○河川軸や道路軸を活用した地域連携軸の形成 

 ・ダム湖や宇治川沿いの動線や拠点の整備検討 

 ・国道 422 号、大津南郷宇治線に沿った広域ネットワーク機能の拡充 

 ・歴史街道計画の推進 

○新たな交流ネットワークの展開への取り組み、検討 

 ・新しい広域型の集客についての調査研究 

 ・新しい名所の創出への取り組み 

○情報の共有、連携による地域の一体的な活性化の推進 

 ・イベント情報の提供、発信の取り組み 

 ・観光ボランティアの育成、支援 

 ・地域の活性化に向けた地域検討会、シンポジウムなどの共同開催 

 ・水源地域コミュニティ誌発刊の検討 

出典：資料 7-9  

テーマ１：地域が有する森林や水辺などの自然環境の永続的な保全と育成 

テーマ３：河川を軸とした流域の相互連携、交流ネットワークの形成 

テーマ２：２市１町の歴史、文化、産業などの特性を生かした活性化 
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天ケ瀬ダムでは３つのテーマごとに示した取り組みにかかる様々な活動を実施し、水源地

域ビジョンの実現を目指している。取り組みの実施例を以下に示す。 

 

 

・天ケ瀬ダム再開発事業の推進（白虹橋付替、トンネル放流設備の運用） 

・特定外来生物駆除・啓発活動（地域連携によるチャネルキャットフィッシュ等の捕獲） 

・大石地区のオギ原の再生 

 

・天ケ瀬ダム見学ツアーの開催(令和 2年度、令和 5年度） 

・天ケ瀬ダム完成 60 周年記念イベントの開催(令和 6年度) 

・天ケ瀬ダムを会場とした七夕イベントの開催（令和 5年度、令和 6年度) 

 

・一日事務所長体験の実施（令和 4年度） 

・中学生の職場体験学習の実施(令和 5年度、令和 6年度) 

・「EXPO2025 大阪・関西万博」等の機運醸成を目的としたイベントへの参加(令和 6年度) 

・一斉清掃イベントの開催(令和 2年度、令和 3年度～令和 6年度) 

 

 
 

天ケ瀬ダム再開発事業の推進 

 

 
特定外来生物（チャネルキャットフィッシュ）の捕獲 

 

図 7.4-1(1) ビジョンに係る活動事例 

出典：資料 7-7、7-10 

  

テーマ１：地域が有する森林や水辺などの自然環境の永続的な保全と育成 

テーマ２：２市１町の歴史、文化、産業などの特性を生かした活性化 

テーマ３：河川を軸とした流域の相互連携、交流ネットワークの形成 
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ダム見学ツアー（森と湖に親しむ旬間） 

 

 

七夕イベント（京の七夕 in Uji） 

  
一日事務所長体験 

  
中学校の職場体験学習 

 

図 7.4-1(2) ビジョンに係る活動事例 

出典：資料 7-7、7-11 
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（2） 職場体験 

中学生の職場体験学習を受け入れている。 

令和 5年度と令和 6年度は、宇治市立黄檗中学校からの参加があった。両年とも 2日間に

わたり、近畿地方整備局の仕事や天ケ瀬ダムについての講義、機械設備点検及び無線による

報告、測量、漏水量調査、水質パックテスト、VRによる点検等を実施した。 

令和 2年度～令和 4年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、職場体験学習の

受け入れを実施していない。 

表 7.4-2 中学生職場体験の参加人数 

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

未実施 未実施 未実施 4名 3名 

出典：資料 7-11 

■令和 5年 10月 19日（木）、20日（金） 

  
講義 測量機器の使い方 

  
漏水量調査 漏水量調査 

  
水質パックテスト 機械設備点検（2 号副ゲート） 

 

図 7.4-7 中学生の職場体験（令和 5 年度） 
 出典：資料 7-11  
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■令和 6年 10月 24日（木）、25日（金） 

  
講義 水質パックテスト 

  
放流時の見学 測量 

  
機械設備点検（トンネル主ゲート） VR による非常用ゲート点検 

 

図 7.4-8 中学生の職場体験（令和 6 年度） 

出典：資料 7-11 

 

【職場体験の感想】（令和 6年度） 

・天ケ瀬ダムの職場体験が面白かったと先輩が言っていたから参加したが、見学では見ること

の出来ない場所を見せてもらえて貴重な体験になった。 

・水質パックテストを行ったことで、ダムや宇治川の水質がなぜ安全といえるのかが分かった。 

・天ケ瀬ダムについての講義を聴いて、なぜ雨が降っていないときでも放流があるのかが分か

った。 

・ダム管理支所での仕事は放流の他にも機械設備の点検のような日常的な内容もあり、いつで

もダムを動かせる状態を保つための重要な仕事であると感じた。 

 
出典：資料 7-11  
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（3） 住民協働事業 

天ケ瀬ダムでは、新たなダム管理の取り組みとして、平成 23 年度から住民協働による

ダム(流域)管理に取り組んでいる。 

 

1） 宇治観光ボランティアガイドクラブとの協働 

① 協働の背景 

○天ケ瀬ダムの下流約 2kmは、世界文化遺産である平等院や宇治上神社、石塔（国の重要

文化財）が建立されている塔の島など宇治市の観光の中心であり、近くには鉄道駅（JR

宇治駅、京阪宇治駅）もある。 

○天ケ瀬ダム来訪者の多くは休日の来訪者である。 

○一方で、ダム職員による案内は平日のみ、しかも、事前予約が必要などの制約があり広

報上の課題であった。 

○宇治市としても天ケ瀬ダムは是非とも活用したい観光資源であった。 

② 協働の目的 

○天ケ瀬ダムを広く国民に知っていただき、あわせて、観光資源として地元に活用してい

ただくことで上下流交流の促進をはかること。 

○そのための手法として、淀川ダム統合管理事務所と宇治観光ボランティアガイドクラブ

が協働事業に取り組んだ。 

③ 協働の内容 

○淀川ダム統合管理事務所は、ボランティアガイドクラブに対し研修会を実施し、天ケ瀬

ダムや淀川流域に関する情報を提供する。 

○ボランティアガイドクラブは、宇治を訪れる旅行者を案内する際に、研修会などで得た

知識を活用する。 

④ 協働に向けた取り組み 

○ (公社)宇治市観光協会と淀川ダム統合管理事務所の共催、宇治観光ボランティアクラ

ブの協力による、天ケ瀬ダム見学ツアーを令和 2年度に開催した。 

○｢森と湖に親しむ旬間｣として、令和 5 年度に、京都府山城教育局が主催する｢やましろ

未来っ子サイエンスラリー｣を開催した。 

 
図 7.4-9 協働の内容 

出典：資料 7-7 
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図 7.4-10  JR ふれあいハイキング開催結果（令和 2 年度） 

出典：資料 7-7 
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図 7.4-12 京の七夕 in Uji 実施結果（令和 5 年度） 

出典：資料 7-7  
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図 7.4-13  JR ふれあいハイキング開催結果（令和 5 年度） 

出典：資料 7-7  
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図 7.4-14 京の七夕 in Uji 実施結果（令和 6 年度） 

出典：資料 7-7  
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図 7.4-15（2） 淀川クルーズ FESTIVAL 開催案内（2/3）（令和 6 年度） 

出典：資料 7-7 
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図 7.4-15（3） 淀川クルーズ FESTIVAL 開催案内（3/3）（令和 6 年度） 

出典：資料 7-7 
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図 7.4-18(2) 「淀川クルーズ OSAKA BAY 新航路 OPEN FESTIVAL」 

開催案内（抜粋）（令和 6 年度） 

出典：資料 7-14 
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図 7.4-18(3) 「淀川クルーズ OSAKA BAY 新航路 OPEN FESTIVAL」 

開催案内（抜粋）（令和 6 年度） 

出典：資料 7-14 

 
図 7.4-19 「淀川クルーズ OSAKA BAY 新航路 OPEN FESTIVAL」開催結果（令和 6 年度）

出典：資料 7-14 
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（4） 観光放流の実施 

    天ケ瀬ダムは、水力発電の促進に加え、ダムが立地する地域の振興にも官民連携で取り組

み、多様な用途でハイブリッドに運用されている。 

    天ケ瀬ダムのハイブリッド運用の取り組みとして、イベント時等に観光放流が実施されて

いる。令和 6年 9月の観光放流（試験）見学会の実施後、 同年 10月に実施された「淀川ク

ルーズ FESTIVAL」で第 1回目の観光放流が行われ、以降も各種イベントで実施されている。 

    各種イベント時等における観光放流は、関西電力㈱と協定し、調整の上実施されている。 

 

表 7.4-6 至近 5 ヶ年度の観光放流実績 

実施日 実施したイベント 

R6.9.19(木) 観光放流（試験）見学会 

R6.10.13(日) 淀川クルーズ FESTIVAL 

R07.3.8(土) 
天ケ瀬ダム探検ツアー 
（天ケ瀬ダム 60 周年記念イベント） 

R07.8.1(金) 京の七夕 in Uji 

R07.10.5(日) E ボード川下り＆とっておき体験 

 

 

  
図 7.4-24 「淀川クルーズ FESTIVAL」での観光放流の様子 

出典：資料 7-12 

 

図 7.4-25 夜間観光放流の様子 出典：資料 7-12 
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（5） 鳳凰湖（ダム湖）利用の実現と活性化 

1） 鳳凰湖の利用 

喜撰山ダム発電所の揚水発電に伴う鳳凰湖の水位変動や水流の変化による、船舶の転覆や

ダム管理施設への衝突等の問題が懸念されたため、天ケ瀬ダム完成後の昭和 45 年から令和

2年に至るまで、鳳凰湖では船舶の通航規制が設けられ、一般利用が不可能であった。 

しかし、近年はカヌーやラフティング等の利用者が増加しており、湖面利用の需要が拡大

している。社会情勢の変化及び水辺の利用形態の多様化に合わせ、淀川ダム統合管理事務所

では船舶の通航規制緩和の検討を開始し、令和 2 年 12 月に、鳳凰湖の一部（大石川合流点

から上流 1.5 ㎞を規制緩和範囲とする）で、船舶の通航を可能とした。 

令和 6年 10 月 25～27日には、滋賀県国スポリハーサル大会のカヌー競技会場として鳳凰

湖が利用された。（また、令和 7年 10月 3～6日の滋賀県国スポ大会も、鳳凰湖を会場とし

て実施された。） 

 

 

図 7.4-26 湖面の各部分における利用に対する指定範囲 

 

 

図 7.4-27 カヌー競技実施状況 出典：資料 7-12 

出典：資料 7-12 
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2） 鳳凰湖船舶安全利用協議会の設立 

鳳凰湖の湖面利用の実現にあたり、令和 2 年 9 月に「鳳凰湖船舶安全利用協議会」が設

立された。また、本協議会は「鳳凰湖（湖面）における船舶利用計画」を策定し、船舶利用

のための基本方針や利用ルールを取り決めている。 

 

   
図 7.4-28 鳳凰湖（湖面）における船舶利用計画（抜粋） 

出典：資料 7-14 

 

 

（6） 瀬田川一斉清掃 

平成 19 年から瀬田川水辺協議会主催の「瀬田川一斉清掃」が実施されている。参加団体

は沿川自治会、NPO法人瀬田川リバプレ隊、滋賀県ボート協会（各大学、高校ボート部）、

ボーイスカウト、瀬田川流域観光協会、漁協等である。 

※令和 3 年は新型コロナウイルス感染症の影響より中止となった。 

 

表 7.4-7 瀬田川一斉清掃実施状況 

年度 実施日 参加者数 ごみ収集量 

令和 2 年度 R02.10/25(日) 370 人 計 960kg 

令和 3 年度 新型コロナウイルス感染症の影響で中止 

令和 4 年度 R04.10/23(日) 450 人 計 610kg 

令和 5 年度 R05.10/22(日) 350 人 計 580kg 

令和 6 年度 R06.10/27(日) 300 人 計 490kg 

出典：資料 7-14 
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図 7.4-29 瀬田川一斉清掃実施結果（令和 2 年度） 

出典：資料 7-14  
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図 7.4-30 瀬田川一斉清掃実施結果（令和 4 年度） 

出典：資料 7-14
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図 7.4-31 瀬田川一斉清掃実施結果（令和 5 年度） 

出典：資料 7-14 
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図 7.4-32 瀬田川一斉清掃実施結果（令和 6 年度） 
出典：資料 7-14 
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ダムカード台紙（表面） ダムカード台紙（裏面） 

  

ダムカード A（表面） ダムカード A（裏面） 

  

ダムカード B（表面） ダムカード B（裏面） 

  

ダムカード C（表面） ダムカード C（裏面） 

図 7.4-35 天ケ瀬ダム 60 周年記念ダムカード 

出典：資料 7-12  
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表 7.5-1 ダム周辺施設 

施設等名称 内容 規模 事業主体 管理主体 

ダム本体 
提体付近広場 総面積：  2,600m2 国 国 

案内板 1箇所 ダム管理者 国 

右岸展望広場 展望施設 
総面積：  2,000m2 

1箇所 
ダム管理者 国 

天ケ瀬森林公園 

展望施設 総面積：900,000m2 京都府 宇治市 

遊歩道 2箇所 京都府 宇治市 

観察小屋、森の家 

四阿 
各1棟 京都府 宇治市 

大石緑地スポー

ツ村 

テニスコート 
総面積：84,024km2 

20面    13,760m2 

ダム管理者 

大津市 
大津市 

多目的グラウンド 1面     15,386m2 

ダム管理者 

大津市 
大津市 

駐車場 2箇所    6,151m2 

ゲートボール場 4面      1,855m2 

ローラースケート

場 
1箇所    3,130m2 
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2） 計画の変更登録 

令和 5 年度には、計画を策定した当初と比べ、新たな観光資源の創出等により社会情勢

が変化したことを理由に、宇治市によって、かわまちづくり計画の内容が変更された。 

概要を以下に示す。 

 

 

●変更理由 

○令和 5年度時点で策定から 4年が経過し、「お茶と宇治のまち歴史公園」の開園による新た

な観光資源の創出や、2025 年大阪・関西万博を契機に舟運を核としたにぎわいづくりの一

つとして、淀川沿川で一体的なかわまちづくりを推進する機運が高まる等、社会情勢に変

化が生じたため。 

 

●変更内容 

○計画対象範囲：計画対象範囲に「宇治橋地区」を新たに位置付け（計画対象範囲は従来と

同様に、天ケ瀬ダムから宇治橋下流までの区間とする） 

 

 

図 7.5-5 変更後のかわまち計画対象範囲 

出典：資料 7-16 
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2） 近隣の観光イベント等の開催 

水源地域では、表 7.5-5に示す観光イベントが行われている。 

 

表 7.5-5 観光イベント一覧 

 大津市 宇治市 宇治田原町 

春 

おおつ花フェスタ 

大津っ子まつり 

献餞供御人行列 

開山（隠元禅師）忌 

宇治川さくらまつり 

炭山陶器まつり 

宇治川まつり（宇治神社） 

市民茶摘みの集い 

宇治川写生大会（宇治川河畔一帯） 

茶摘み（市内各茶園） 

宇治神社神幸祭（旧宇治町一帯） 

全国煎茶道大会（黄檗山萬福寺） 

宇治川魚釣大会（宇治川一帯） 

頼政忌（平等院） 

春番茶刈り 

猿丸神社春期大祭 

茶宗明春期大祭 

さくら祭り 

茶摘み 

町茶品評会 

夏 

みずほ祭り 

ウチョウラン展示会 

漏刻祭 

びわ湖大津館の西洋式回遊庭園 

公私立保育園の写真展 

ROCK ON OTSU 

大津キャビック展 

びわ湖大津なぎさ音楽祭 

学区対抗ビーチバレーボール大会 

びわ湖大津サマーフェスタ 

花器品評会 

堅田湖族まつり 

船幸祭 

米寿写真展 

ゆかた祭り 

鵜飼 

ライブジャック 

大幣神事（あがた神社） 

宇治神社還幸祭（旧宇治町一帯） 

七夕まつり（宇治神社） 

千日参り（三室戸寺） 

宇治川花火大会） 

県まつり 

ホタル保護パトロール 

住民プール開き 

にりこみ囃子 

ふるさとまつり（花火大会） 

秋 

白馬国際芸術祭 

大津・京橋教室作品展 

環境パートナーシップ交流会 

大津祭 

大津なぎさオータムフェスタ 

近江神社一流鏑馬 

びわ湖車いすテニストーナメント大会 

我が町－堅田の橋 展示会 

大津市勤労青少年ホームレイキーフェ

スタ 

秋のライトアップ－紅葉の門前町坂本 

比叡山延暦寺の紅葉 

町屋 まちなか 博覧会 

茶まつり 

観月茶会 

源氏ろまん（紫式部文学賞、宇治大田楽

まつり等） 

黄檗山月見の会（黄檗山萬福寺） 

開山（道元禅師）忌（與聖寺） 

製茶記念日・献茶祭（宇治神社ほか） 

宇治茶まつり（宇治橋・中の島付近） 

百味の御食（白山神社） 

源氏ろまん 宇治十帖ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ 

大滝大明神祭 

田原祭（三社祭） 

ふるさとまつり（観月茶会） 

福祉バザー 

柿屋建て 

冬 

大津の子ども総合美術館 

坂本ひな人形展 

除夜（鐘突）（平等院ほか） 

初あがたまつり（あがた神社） 

紅葉講春季大会 

節分祭（宇治神社ほか） 

宇治市観光写真コンクール 

宇治川マラソン 

関白忌（平等院） 

山宣祭（善法墓地） 

出初式 

高尾の緑たたき 

神縄座 
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7.7  まとめ 

天ケ瀬ダムの水源地域動態の評価結果を以下に示す。 

 

 インフラツーリズムによるダム見学ツアーの実施や、淀川舟運のにぎわい促進及び「大阪・

関西万博」の機運醸成を目的としたイベントに参加する等、水源地域の活性化に寄与して

いる。 

 天ケ瀬ダム堤体の見学者は、年間平均約 1.3万人（令和 2年～令和 6年平均）であり、近

年は利用者数が回復傾向にある。 

 天ケ瀬ダムの周辺は、天ケ瀬森林公園や大石緑地スポーツ村が整備され、散策やスポーツ

活動の拠点として、多数の利用者がある。令和 6 年には天ケ瀬ダム湖周辺で年間約 20 万

人の利用者が訪れた。 

 天ケ瀬ダムは、地域住民の散策の場や協働、小中学校の総合学習・職場体験の場、地域の

イベント等に利用されており、水源地域の活性化に寄与している。 

 宇治市において、天ケ瀬ダムを活用したかわまちづくりの取り組みが進められている。 

 令和 6 年より、天ケ瀬ダムのハイブリット運用の開始に伴い、観光放流を実施している。 

 特定外来生物の駆除等を行い、天ケ瀬ダム在来の生態系及び環境保全に取り組んでいる。 

 一方、水源地域の活性化や地域との連携の視点から、以下のような課題を有している。 

・貯水池沿いの道路は幅員が狭く大型車等の通過交通量が多い。 

・不法投棄や上流から流下してくるゴミが多く景観を損ねている。 

・チャネルキャットフィッシュ等の特定外来生物の繁殖による、在来の生態系及び環境へ

の影響が懸念されている。 

 

 

今後の方針として、かわまちづくり事業を実現し、観光放流とともに、インフラツーリズム

機能の向上、水源地域の活性化に取り組む。また、水源地域の活性化を図れるよう、今後も引

き続き、地域とともに水源地域ビジョンの活動を推進していくとともに、水源地域と連携し、

今後も総合学習などの場を提供していく。 
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7.8  文献リスト 

天ケ瀬ダムの水源地域動態にかかわる評価のため、以下の資料を収集整理した。 

 

表 7.8-1 水源地域動態に使用した文献・資料リスト 

№ 報告書またはデータ名 発行者 発行年月 箇所 

7-1  流域概要図 
淀川ダム統合管理事

務所 
－ 水源地域の概要 

7-2  
京都府統計書（令和元年～令和 5

年） 
京都府 令和3年～令和7年 水源地域の概要 

7-3  
「人口・世帯・産業就業人口」 

京都府統計年鑑・滋賀県統計年鑑 

京都府 

滋賀県 

昭和30,35,40,45, 

50,55,60年 

平成2,7,12,22,27年 

水源地域の概要 

7-4  
京都府統計書 

滋賀県統計書 

京都府 

滋賀県 

令和 4 年度 

令和3年度 
水源地域の概要 

7-5  地理院地図 国土地理院 － ダムの立地特性 

7-6  京都宇治観光マップ 宇治商工会議所 － ダムの立地特性 

7-7  淀川ダム統合管理事務所 HP 
淀川ダム統合管理事

務所 
－ ダムの立地特性 

7-8  
パンフレット「天ケ瀬ダム 30年の

あゆみ」 

淀川ダム統合管理事

務所 
平成7年9月 

ダム事業と地域社

会情勢の変遷 

7-9  天ケ瀬ダム水源地域ビジョン 
天ケ瀬ダム水源地域

ビジョン策定委員会 
平成17年 

地域におけるダム

の位置づけに関す

る整理 

7-10  
令和 6年度天ケ瀬ダム水辺調査（陸

上昆虫類）他業務報告書 

淀川ダム統合管理事

務所 
令和7年3月 

地域におけるダム

の位置づけに関す

る整理 

7-11  
職場体験資料（実施一覧表・実施状

況写真・感想） 

淀川ダム統合管理事

務所 
－ 

地域とダム管理者

の関わり 

7-12  
淀川ダム統合管理事務所提供資料 淀川ダム統合管理事

務所 
－ 

地域におけるダム

の位置づけに関す

る整理等 

7-13  入場者数合計表 
淀川ダム統合管理事

務所 
平成27年～令和6年 

地域とダム管理者

の関わり 

7-14  近畿地方整備局 HP 近畿地方整備局 － 
地域とダム管理者

の関わり 

7-15  
平成 30 年度天ケ瀬ダム水辺調査

（底生動物）業務報告書 

淀川ダム統合管理事

務所 
平成31年3月 

地域とダム管理者

の関わり 

7-16  宇治市 HP 宇治市 令和5年9月 
ダム周辺整備事業

の状況 

7-17  宇治川・天ケ瀬ダム活性化協議会 宇治市 － 
ダム周辺整備事業

の状況 

7-18  宇治市観光入込客数 宇治市 昭和58年～令和6年 
ダム湖周辺施設の

利用状況 

7-19  河川水辺の国勢調査（ダム湖版） 
淀川ダム統合管理事

務所 
平成2,3,6～30年 

河川水辺の国勢調

査（ダム湖利用実

態調査）結果 

7-20  
天ケ瀬ダム水辺調査（陸上昆虫類）

他業務報告書 

淀川ダム統合管理事

務所 
令和7年3月 

河川水辺の国勢調

査（ダム湖利用実

態調査）結果 

 

 




